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��成果の�要�大淀川学習館の害虫駆除に活かすため、インターネットで検索した民間手法

によるアブラムシ退治方法を実験してその効果を検証した。しかし今年度は猛暑の影響により、

アブラムシの発生がほとんど見られなかった。そのためアブラムシの数や実験回数を大幅に縮小

しての検証となった。結果としてアブラムシ撃退王を決定するには至らなかったが、溶液がアブ

ラムシに付着（展着）して呼吸を阻害して死亡させる効果があるものと、臭いやピリピリした刺

激を嫌って溶液から避ける忌避効果が高い効果があるものがあることが確認された。 

今回、実験を行ってみて、これらの民間的な手法は市販されている一般的な駆除剤とは異なり、

実験時の気候条件や材料の成分等に左右されて安定した効果を得ることが難しいと感じた。今後

は、アブラムシの駆除効果をさらに高められる材料や作り方などを検討していきたい。 

 

����の�景 

大淀川学習館では、昆虫の飼育や緑の景観

等に活かすために様々な植物を栽培している

が、これらにアブラムシが多数付着している

ことが多い。アブラムシとはカメムシ目（半

翅目）のアブラムシ上科に属し、アリマキ（蟻

牧）とも呼ばれている昆虫である。国内では

約 700 種が確認されている。アブラムシは植

物の新芽や柔らかい茎などに口器を差し込ん

で養分を吸うことで植物を弱らせたり、分泌

物によって新たな病気を媒介させたりするの

で注意が必要である。 

アブラムシの繁殖方法は他の昆虫と異なっ

ている。冬を越した卵から産まれた雌虫は春

～夏の暖かい季節には単為生殖で増殖する。

夏から秋にかけて翅の生えた雄虫も出現し、

有性生殖を行う。秋も深まり気温が下がって

くるなど条件が悪くなると越冬卵を産出し、

この状態で冬を過ごす。 

アブラムシは種類によって寄生する植物が

ほぼ決まっている（一部例外あり）。 

アブラムシを駆除する方法としては、市販

されている農薬等を一般的に用いることが多

いが、大淀川学習館で栽培している植物はチ

ョウの成虫の蜜源として、また幼虫の食草と

して利用されているものもあり、チョウへの

影響を考えると市販品を使用することが難し

い。 

そこでインターネットでアブラムシの駆除

方法を検索してみると、様々な方法があるこ

とが確認できた。  

しかし、これらの駆除方法は使用事例の評

価が高かったり低かったりと必ずしも一定し

ていない。そこでこれらの方法を実際に実験

してその効果、安全性、コストなどの観点か

らどの方法がアブラムシ駆除に最も効果の上

がる方法なのかを検証し、大淀川学習館にと

って最も効果があるものを探ることとする。 
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�����的 

アブラムシを効果的に駆除（殺虫）するた

め、インターネットで検索される民間的な手

法を、費用対効果や安全性等の観点から検証

し、大淀川学習館の害虫駆除方法について望

ましい在り方を探る。 

 

����の方法 

(1)溶液の作� 

アブラムシを退治する方法を検索すると、

概ね以下の8種類に集約されるので、その方法

について紹介する。 

①A（重曹＋サラダ油＋水）溶液 

材料：重曹小さじ1、サラダ油1/3（66cc）、

水200cc 

作り方：材料を混ぜる。 

②B（牛乳＋水）溶液 

材料：牛乳、水 

作り方：牛乳を水で半分程度に薄める。 

③C（椿油粕＋水）溶液 

材料：椿油粕、水 

作り方：椿油粕60ｇを10Lの水に入れて成分

を溶かして使用する。 

④D（唐辛子＋焼酎）溶液 

材料：唐辛子10本程度、焼酎200ｍｌ程度 

作り方：材料を混ぜて最低2週間以上寝かせ 

る。今回は2ｶ月寝かせたものを使

用する。 

⑤E(ニンニク＋唐辛子＋コショウ)溶液 

材料：ニンニク3玉、唐辛子1袋半、コショ

ウ少々、ポッカレモン少々、水3.5L 

作り方：ニンニクを小さく切り分け、材料

を入れて1時間半煮る。酸化防止のた

めポッカレモンを入れる。この原液    

を100倍程度薄めて使用する。 

 

⑥F（木酢液＋水）溶液 

材料：木酢液、水 

作り方：規定量を水で薄めて使用する。 

⑦G（ピリカレ＋水）溶液 

材料：ピリカレ（洗剤）、水 

作り方：ピリカレ適量を水と混ぜて使用す

る。 

⑧H（ニコチン＋水）溶液 

材料：タバコ、水 

作り方：タバコを水に入れてニコチンを溶

出させて使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

       ＜図1：材料（例）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図2：溶液作り（例）＞ 

 

(2)アブラムシの選定の条件 

アブラムシは日本に約700種が棲息してい

るが、今回の実験として使用する種は次の条

件で選定した。数が多く、宮崎市内で容易に

採集できること。特に大淀川学習館近辺で採

集できるとなお良い。 

 

�3�アブラムシの�定 

※（ ）内は寄生対象植物 

①セイタカアワダチソウアブラムシ（セイタ

カアワダチソウ） 

②クリオオアブラムシ（クヌギ、ウバメガシ

等のカシ・シイ類） 

③キョウチクトウアブラムシ（夾竹桃、トウ

ワタ、フウセントウワタ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図3：クリオオアブラムシ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜図4：キョウチクトウアブラムシ＞ 

 

�3�アブラムシの採集 

例年、多く見られるセイタカアワダチソウ

ヒゲナガアブラムシやクリオオアブラムシで

あるが、今年度はほとんど見つけることがで

きなかった。寄生される植物は数多く自生し

ているが、アブラムシは全く付いていない状

態であった。 

宮崎市の他、国富町、綾町、日南市などに

も採集に出向いたが空振りであった。その理

由として、夏場の平均気温が例年にくらべて

異常に高いことにある。アブラムシの生育適

温域は20℃～25℃となっていることに対し、

今年度の宮崎県南部地方の夏場の平均気温は

34℃で推移しており、アブラムシの生育適温

帯からは9℃も高くなっていた。また昨年度同

時期の平均気温よりもさらに3℃ほど高い状

態にあった。また夏場の降雨量も少なく、こ

れも発生数の抑制につながったものと思われ

る。   

9月に宮崎県総合農業試験場に問い合わせ

たところ、9月までは高気温・少降雨量のため

アブラムシが発生しにくい状況にあるが、10

月以降は気候も安定して増えてくるのではな

いかとのことであった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜図5：アブラムシの生育適温帯と平均気温の

推移＞ 
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＜表1：アブラムシの生育適温帯と平均 

気温の推移＞ 

 

今回は7･8月にキョウチクトウアブラムシ

を少数、また10月中旬以降にクリオオアブラ

ムシを少数確認することができた。 

しかし、実験用として最も期待していたセ

イタカアワダチソウヒゲナガアブラムシは一

度も確認することができなかった。この状態

は秋以降も続き、野外のアブラムシは、高気

温や剪定などの諸要因が重なったこともあり、

その数を増やすことができないまま姿を消し

てしまったが、11月に入り、自然楽習園内に

おいてようやく少数のクリオオアブラムシの

発生を確認することができた。12月には60匹

ほどに増えたため、ここで実験を開始するこ

ととした。 

 

(�)実験の�� 

当初は8種類の方法をそれぞれ1回につき50

匹で計3回ずつ実験を行い、アブラムシが死亡

した数の平均値で駆除効果の比較を行う予定

であった。 

しかし、アブラムシの数が絶対的に不足し

ていたため全種類の実験は不可能と判断し、8

種類の中から安全性の優先度が高い6種類を

選定した。また実験回数も1回のみとし、1回

あたりのアブラムシの匹数も10匹に縮小して

比較検討することとした。 

 

�� ���果 

① A（重曹＋サラダ油＋水）溶液 

：クリオオアブラムシ 

10匹中10匹死亡 死亡率100％ 

 

② B（牛乳＋水）溶液 

：トウワタアブラムシ 

32匹中19匹死亡 死亡率59％ 

 

③ C（椿油粕＋水）溶液 

：クリオオアブラムシ 

10匹中0匹死亡 死亡率0％ 

 

④ D（唐辛子＋焼酎）溶液 

：クリオオアブラムシ 

10匹中0匹死亡 死亡率0％ 

 

⑤ E（ニンニク＋唐辛子＋コショウ）溶

液 

：クリオオアブラムシ 

10匹中0匹死亡 死亡率0％ 

 

⑥ F（木酢液＋水）溶液 

：クリオオアブラムシ 

10匹中0匹死亡 死亡率0％ 

 

溶

液 

実

験

匹

数 

死

亡

匹

数 

死 

亡 

率

(％) 

材 

料 

手

間 

費 

用 

例 

 

特性

効果

A 10 10 100 易 200 展着

死亡

B 32 19 59 易 100 展着

死亡

C 10 0 0 易 500 展着

  
７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月

12

月

H25 年度 34 34 29 25 19 14

H24 年度 31 31 29 25 19 13

適温帯（上） 25 25 25 25 25 25

適温帯（下） 20 20 20 20 20 20

D 10 0 0 普 300 刺激

忌避

E 10 0 0 普 400 刺激

忌避

F 10 0 0 易 800 刺激

忌避

G ｱﾌﾞﾗﾑｼ不足のため実験できず 

H ｱﾌﾞﾗﾑｼ不足のため実験できず 

＜表2：各種溶液の死亡効果＞ 

 

実験結果から次のことが分かった。Ａ溶液

とＢ溶液は概ね50～100％の駆除（殺虫）効果

が見られた。これはアブラムシの体に溶液の

成分（油、牛乳）が付着して呼吸機能を阻害

する展着効果が発揮された結果、窒息して死

亡したことによるものである。Ｃ溶液の椿油

粕にはサポニンという成分が含まれており、

これが天然の界面活性剤として泡立ち、害虫

の呼吸を阻害する効果があるようである。そ

の効果を期待したが、今回の実験では殺虫効

果は確認できなかった。 

また、Ｄ溶液、Ｅ溶液、Ｆ溶液は死亡率が

全て０％であったが、アブラムシは一時的に

素早い動きで逃げ回る様子が見られた。これ

はアブラムシが体に付着した溶液の臭い（ニ

ンニク）やピリピリする辛味成分（カプサイ

シン）といった刺激を嫌い、そこから逃れよ

うとして動きが早くなったものと思われる。

この刺激成分を含む溶液の実験では、一時的

にその場からアブラムシがいなくなる忌避行

動を確認することができたので、アブラムシ

を排除する効果はあるものと思われる。 

今回は猛暑の影響により、実験に必要なア

ブラムシの数を確保することができなかった。

このため実験回数が不足し、検証の精度を高

めることができなかった。 

市販されている薬剤はアブラムシの駆除に

一定の効果があると思われるが、ホームペー

ジで紹介されている民間的な手法は、作成時

の材料の成分の違いや散布時の気候の違いな

どにより、効果に差がでるものと思われる。 

今回の実験からは、アブラムシ駆除に最も

効果のある溶液を選出することはできなかっ

たが、展着成分を含む溶液を用いることで殺

虫効果を高めることができるという方向性は

打ち出すことができた。今後は、この方向で

材料の種類や配分等の改良を重ね、より殺虫

効果のある溶液を作出したいと考えている。 

なお、現在試してみたい材料は「でんぷん

糊」である。でんぷんは食品なので人体に害

はなく、展着効果も期待できると考えている。 

また、今回の実験としては行っていないが、

兵庫県立農林水産技術総合センターでは飛べ

ないテントウムシを利用したアブラムシ防除

の研究を行っているようである。テントウム

シの食性を利用した研究として興味深い。 
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イタカアワダチソウヒゲナガアブラムシは一

度も確認することができなかった。この状態

は秋以降も続き、野外のアブラムシは、高気

温や剪定などの諸要因が重なったこともあり、

その数を増やすことができないまま姿を消し

てしまったが、11月に入り、自然楽習園内に

おいてようやく少数のクリオオアブラムシの

発生を確認することができた。12月には60匹

ほどに増えたため、ここで実験を開始するこ

ととした。 

 

(�)実験の�� 

当初は8種類の方法をそれぞれ1回につき50

匹で計3回ずつ実験を行い、アブラムシが死亡

した数の平均値で駆除効果の比較を行う予定

であった。 

しかし、アブラムシの数が絶対的に不足し

ていたため全種類の実験は不可能と判断し、8

種類の中から安全性の優先度が高い6種類を

選定した。また実験回数も1回のみとし、1回

あたりのアブラムシの匹数も10匹に縮小して

比較検討することとした。 

 

�� ���果 

① A（重曹＋サラダ油＋水）溶液 

：クリオオアブラムシ 

10匹中10匹死亡 死亡率100％ 

 

② B（牛乳＋水）溶液 

：トウワタアブラムシ 

32匹中19匹死亡 死亡率59％ 

 

③ C（椿油粕＋水）溶液 

：クリオオアブラムシ 

10匹中0匹死亡 死亡率0％ 

 

④ D（唐辛子＋焼酎）溶液 

：クリオオアブラムシ 

10匹中0匹死亡 死亡率0％ 

 

⑤ E（ニンニク＋唐辛子＋コショウ）溶

液 

：クリオオアブラムシ 

10匹中0匹死亡 死亡率0％ 

 

⑥ F（木酢液＋水）溶液 

：クリオオアブラムシ 

10匹中0匹死亡 死亡率0％ 

 

溶

液 

実

験

匹

数 

死

亡

匹

数 

死 

亡 

率

(％) 

材 

料 

手

間 

費 

用 

例 

 

特性

効果

A 10 10 100 易 200 展着

死亡

B 32 19 59 易 100 展着

死亡

C 10 0 0 易 500 展着

  
７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月

12

月

H25 年度 34 34 29 25 19 14

H24 年度 31 31 29 25 19 13

適温帯（上） 25 25 25 25 25 25

適温帯（下） 20 20 20 20 20 20

D 10 0 0 普 300 刺激

忌避

E 10 0 0 普 400 刺激

忌避

F 10 0 0 易 800 刺激

忌避

G ｱﾌﾞﾗﾑｼ不足のため実験できず 

H ｱﾌﾞﾗﾑｼ不足のため実験できず 

＜表2：各種溶液の死亡効果＞ 

 

実験結果から次のことが分かった。Ａ溶液

とＢ溶液は概ね50～100％の駆除（殺虫）効果

が見られた。これはアブラムシの体に溶液の

成分（油、牛乳）が付着して呼吸機能を阻害

する展着効果が発揮された結果、窒息して死

亡したことによるものである。Ｃ溶液の椿油

粕にはサポニンという成分が含まれており、

これが天然の界面活性剤として泡立ち、害虫

の呼吸を阻害する効果があるようである。そ

の効果を期待したが、今回の実験では殺虫効

果は確認できなかった。 

また、Ｄ溶液、Ｅ溶液、Ｆ溶液は死亡率が

全て０％であったが、アブラムシは一時的に

素早い動きで逃げ回る様子が見られた。これ

はアブラムシが体に付着した溶液の臭い（ニ

ンニク）やピリピリする辛味成分（カプサイ

シン）といった刺激を嫌い、そこから逃れよ

うとして動きが早くなったものと思われる。

この刺激成分を含む溶液の実験では、一時的

にその場からアブラムシがいなくなる忌避行

動を確認することができたので、アブラムシ

を排除する効果はあるものと思われる。 

今回は猛暑の影響により、実験に必要なア

ブラムシの数を確保することができなかった。

このため実験回数が不足し、検証の精度を高

めることができなかった。 

市販されている薬剤はアブラムシの駆除に

一定の効果があると思われるが、ホームペー

ジで紹介されている民間的な手法は、作成時

の材料の成分の違いや散布時の気候の違いな

どにより、効果に差がでるものと思われる。 

今回の実験からは、アブラムシ駆除に最も

効果のある溶液を選出することはできなかっ

たが、展着成分を含む溶液を用いることで殺

虫効果を高めることができるという方向性は

打ち出すことができた。今後は、この方向で

材料の種類や配分等の改良を重ね、より殺虫

効果のある溶液を作出したいと考えている。 

なお、現在試してみたい材料は「でんぷん

糊」である。でんぷんは食品なので人体に害

はなく、展着効果も期待できると考えている。 

また、今回の実験としては行っていないが、

兵庫県立農林水産技術総合センターでは飛べ

ないテントウムシを利用したアブラムシ防除

の研究を行っているようである。テントウム

シの食性を利用した研究として興味深い。 
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研�成果の�要�現在、宮崎県では「指定希少野生動植物の一種」としてアカメを県の条例で

保護している。捕獲が禁止されていることから新たな個体の導入が難しい現状を考え、アカメを

飼育展示している他の施設を視察研修することで、当館のアカメを良好な状態で飼育展示できる

よう昨年度から取り組んでいる。 

しかし、平成２５年１２月３日～１８日にかけて４匹死亡してしまい設備も含めた飼育環境の

見直しを行う必要がある。 

まず死亡原因と考えられるエラムシの侵入経路を特定して改善をする。侵入経路として「海水」

「元々アカメに寄生していた」の２通りが考えられた。真っ先に疑われるのは海水による侵入で

あった。海水は殺菌、消毒を行っていないため、寄生虫や菌が容易に侵入できる環境であった。   

そのため、海水タンクを消毒した後、搬入される海水を毎時消毒するようにした。一般的にエ

ラムシは自然下の魚に寄生していても死亡に至ることはほぼ無いが、水槽や生簀などの狭い場所

だと爆発的に増殖して魚を死亡させることもある。導入時に個体に寄生していた可能性があり、

弱った個体に寄生していたエラムシが増殖したのではないかと考えられる。今後新たな個体が入

り水槽に移す場合には薬浴を行う必要がある。 

今回残念ながら４匹が死亡してしまったが、県水産試験場のアドバイスにより残りの３匹が病

症から完治に至ったのは大きな成果である。また視察研修でお世話になった「四万十川学遊館 

あきついお」では、稚魚を譲渡していただける話もできた。 

 

１�研�の�� 

(1) アカメの生息域は宮崎県と高知県の一部 

が主な産地と考えられており、県の絶滅危惧 

Ⅱ類に指定されている。（国では絶滅危惧ⅠB 

類）アカメはたいへん臆病な魚であり、その 

生態は未解明な部分が多く、アカメに関する 

飼育管理マニュアル等も存在しない。 

当館では開館当初よりアカメを展示飼育し

ており、幾多の試行錯誤を得て、現在では安

定的な飼育に成功している。しかしながら、

その飼育管理については担当者の経験と勘に

頼る部分が多く、過去の飼育管理も紀要とし

て集約・保管されていないのが現状である。 

 

(2) 県の条例により新たにアカメを捕獲する 

ことは禁じられており、今後入手することが 

困難であることから、本館の飼育管理実績を 

生かして飼育管理マニュアルを作成し、職員 

の共通理解のもと管理していく必要がある。 

 

２�研��的 

(1) 本館のアカメ飼育管理実績を生かすとと 

もに、類似施設の飼育管理実績等と比較検討 

しながら、飼育管理マニュアルを作成する。 

 

３�研�の�� 

(1) アカメを飼育管理している類似施設への
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